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夏
の
さ
わ
や
か
な
風
が
、
木
々

の
緑
と
戯
れ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
５
月
12
日
、
第
７
期
と
な
る
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ア
カ
デ
ミ
ー

の
開
講
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
本

年
度
は
16
人
の
受
講
生
が
、
講
義

や
演
習
、
実
践
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。
受
講
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
受
講
を
通
じ
て
多

く
の
仲
間
を
つ
く
り
、
活
動
の
中

で
得
る
気
付
き
や
新
し
い
発
想
を
、

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
５
月
31
日
、
新
小
谷
木
橋
が
開

通
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
小
谷

木
橋
は
老
朽
化
の
ほ
か
、
幅
員
が

狭
く
大
型
車
両
の
す
れ
違
い
が
困

難
で
あ
る
な
ど
安
全
確
保
に
課
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
た
な
橋
は

十
分
な
幅
員
を
有
し
、
歩
道
が
両

側
に
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
利
用
者

の
安
全
と
利
便
性
が
確
保
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
橋
の
途
中
に
設
置

さ
れ
た
バ
ル
コ
ニ
ー
に
は
、
手
す

り
部
分
に
南
部
鉄
器
の
素
材
と
模

様
が
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
素
晴

ら
し
い
景
色
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
地
域
の
文
化
や
景
観

に
配
慮
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
み
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
10
日
、
第
一
生
命
保
険
㈱

と
、
地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

健
康
増
進
、
地
域
の
安
全
安
心
な

ど
の
分
野
に
つ
い
て
、
同
社
の
知

見
を
生
か
し
な
が
ら
、
各
種
地
域

課
題
の
解
決
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
に
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
協
力
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
米
大
リ
ー
グ
の
大
谷
翔
平
選
手

は
、
３
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
の
３
試
合

連
続
ホ
ー
ム
ラ
ン
の
ほ
か
、
果
敢

な
走
塁
で
ヒ
ッ
ト
性
の
当
た
り
を

長
打
に
す
る
な
ど
、
５
月
も
大
活

躍
で
し
た
。
チ
ー
ム
の
中
心
と
し

て
、
大
車
輪
の
働
き
を
続
け
る
大

谷
選
手
に
、
ふ
る
さ
と
か
ら
熱
い

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

【ＩＬＣ紹介動画】
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県
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
推

進
協
議
会
は
４
月
28
日
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
３
人

の
専
門
家
か
ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
研
究
所

の
前
身
と
な
る
準
備
研
究
所
の
設

立
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
「
国

際
推
進
チ
ー
ム
」
の
取
り
組
み
や
、

国
内
外
の
最
新
動
向
、
準
備
状
況
、

Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
意
義
に
つ
い
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

道
園
真
一
郎
教
授

　
道
園
教
授(

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）)

は
、

国
際
推
進
チ
ー
ム
が
進
め
て
い
る

Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
研
究
所
の
組
織
と
法

的
枠
組
み
を
明
確
化
す
る
作
業
や
、

加
速
器
の
技
術
的
作
業
の
リ
ス
ト

を
整
理
し
分
類
す
る
作
業
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
加
速
器
や
施
設
整
備

に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
費
用
の
国
際
分
担

に
向
け
て
議
論
が
始
ま
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
国
際
推
進

チ
ー
ム
は
、
準
備
研
究
所
に
関
す

る
中
間
リ
ポ
ー
ト
の
策
定
作
業
を

進
め
て
お
り
、
今
後
焦
点
と
な
っ

て
い
く
技
術
的
課
題
へ
の
対
応
や

組
織
体
制
、
工
学
設
計
、
加
速
器

に
関
わ
る
土
木
や
施
設
建
設
な
ど

に
つ
い
て
内
容
に
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

鈴
木
厚
人
代
表

　
鈴
木
代
表
（
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業

推
進
セ
ン
タ
ー
）
は
、
国
際
推
進

チ
ー
ム
や
Ｋ
Ｅ
Ｋ
、
先
端
加
速
器

科
学
技
術
推
進
協
議
会（
Ａ
Ａ
Ａ
）

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
建
設

に
向
け
た
準
備
検
討
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
事
業

推
進
セ
ン
タ
ー
が
進
め
て
い
る
地

質
調
査
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
動
力
源
（
電
気
・

水
）、
地
域
拠
点
に
関
す
る
事
業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
世
界

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
加
速
器
に
関

す
る
数
多
く
の
部
品
の
組
み
立
て

や
性
能
テ
ス
ト
の
環
境
整
備
、
保

管
ま
た
は
運
搬
す
る
物
流
ル
ー
ト

の
検
討
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

対
応
で
き
る
拠
点
を
定
め
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
重
要
性

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
地
球
村
創
生
ビ
ジ
ョ
ン

と
の
関
連
や
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）、
地
球
温
暖
化

と
い
っ
た
他
分
野
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画

の
関
連
性
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

山
下
了

さ
と
る

特
任
教
授

　
山
下
教
授
（
東
京
大
学
素
粒
子

物
理
国
際
セ
ン
タ
ー
）
は
、
日
本

は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
で
初
め
て
国
際
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
主
催
国
と
な
る
こ
と
。

ま
た
、
国
際
推
進
チ
ー
ム
の
活
動

が
実
現
に
向
け
て
推
進
さ
れ
る
中
、

米
欧
の
関
係
各
国
が
日
本
で
の
Ｉ

Ｌ
Ｃ
実
現
を
支
持
す
る
姿
勢
に
変

わ
り
が
な
い
こ
と
。
日
本
社
会
に

お
い
て
は
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
議
論
す
べ

き
時
期
に
来
て

お
り
、
そ
の
環

境
を
つ
く
っ
て

い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
説

明
し
ま
し
た
。

計
画
の
概
要

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
７
年

ま
で
に
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳

以
上
と
な
り
、
一
人
暮
ら
し
や
寝

た
き
り
な
ど
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
高

い
高
齢
者
が
さ
ら
に
増
加
し
、
必

要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
多

様
化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市

で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
な
ど
の
支
援
が
包
括
的

に
確
保
で
き
る
よ
う
構
築
し
て
き

た
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
さ
ら
に
深
化
・
推
進
し
ま
す
。

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
事
項

①
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
施
策

　
の
充
実
・
推
進

　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
環

境
整
備
や
生
き
が
い
活
動
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

②
日
常
生
活
を
支
援
す
る
体
制
の

　
整
備

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
、
医
療
、

権
利
養
護
な
ど
、
高
齢
者
の
生
活

を
総
合
的
に
支
え
て
い
く
た
め
の

支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

③
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
療
養
支
援
、
入

退
院
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
の
医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化

し
ま
す
。

④
認
知
症
施
策
の
推
進

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を

も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
よ

う
、
一
人
一
人
が
尊
重
さ
れ
、
み

ん
な
で
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

⑤
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の

　
充
実
・
強
化

　
介
護
分
野
の
人
材
確
保
・
育
成

や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
基

盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

⑥
災
害
・
感
染
症
対
策
に
係
る
体

　
制
整
備

　
災
害
や
感
染
症
の
発
生
に
備
え
、

事
業
所
ご
と
の
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

策
定
の
促
進
と
体
制
整
備
を
進
め

ま
す
。

　
市
は
、
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
８
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
高
齢
者
福
祉

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
本
庁
長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係
（
☎☎
34-

２
１
９
６
）

高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

所得段階
住民税

課税状況
対象者※ 保険料率

（％）
保険料
( 年額 )

第１段階
世帯非課税

・
本人非課税

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者または合計所得金額と
課税年金収入額の合計額が80万円以下

0.30 19,400円

第２段階 合計所得金額と課税年金収入額の合計額が120万円以下 0.45 29,100円

第３段階 　　　　　 　〃　　　　　　 の合計額が120万円超 0.70 45,300円

第４段階 世帯課税
・

本人非課税

　　　　　 　〃　　　　　　 の合計額が80万円以下 0.90 58,300円

第５段階 　　　　　 　〃　　　　　　 の合計額が80万円超 1.00 64,800円

第６段階

本人課税

合計所得金額が120万円未満 1.20 77,700円

第７段階  　　〃　　 が120万円以上210万円未満 1.30 84,200円

第８段階  　　〃　　 が210万円以上320万円未満 1.50 97,200円

第９段階  　　〃　　 が320万円以上500万円未満 1.60 103,600円

第10段階  　　〃　　 が500万円以上1,000万円未満 1.80 116,600円

第11段階  　　〃　　 が1,000万円以上 2.00 129,600円

※３年度から５年度の所得段階の判定に用いる所得金額などは、３年度から適用される税制改正　

　（給与所得控除および公的年金等控除の見直し）の影響を受けないよう算定されます

■介護保険料の改定

　第８期介護保険事業計画の総給付費の見込額に基づき、今後３年間の介護保険料を改定しました。

・

計画の詳細
はこちら

▲


